
2024 年 3 月 31 日 

分かち合いの手引き 
（イースター礼拝メッセージの要約） 

 

説教の主題 『まことのいのち』 

聖 書 箇 所 新約聖書 ヨハネの福音書 14 章 1～6 節 

 

 イエス・キリストの復活を記念するイースターは、キリスト教会にとって最も重要な記

念日です。イースターがなければ、クリスチャンもキリスト教会もこの世に存在しません

でした。イースターは教会だけではなく、すべての人間にとって重要な出来事でした。 

 

１．いのちは神聖なもの 

 大規模な自然災害やウイルスの感染拡大等が起こると、それを天罰や神の裁きと考える

人たちがいます。しかし、神様は愛と憐れみに富んでおられるお方です。この世で起こる

災いや苦しみの意味を知ることはできませんが、神様は私たち人間の苦しみや悲しみに同

情され、いのちが失われる時に心を痛められます。なぜなら、神様はいのちを愛される愛

のお方だからです。私たちのいのちは神様からの賜物で、神様に属するゆえに神聖なもの

です。いのちは与えられるもので、やがて取られるものでもあります。それを理解してい

た義人ヨブは、すべてのものを一瞬にして失った時、悲しみを抱えつつも神様をほめたた

えました（ヨブ記 1:20､21）。 

 

２．死の壁を越える 

 いのちは大切で尊いものですが、いのちに挑戦して来るものがあります。それは死です。

死の力は強大で、すべてのものを呑みこみ、あらゆる関係を引き裂きます。死は絶望的な

力であり、私たちを悲しみのどん底に突き落とします。人間はこの死の力に抗おうと努力

しますが、最終的には敗北しかありません。しかし、ただお一人だけ死に勝利された方が

おられます。イエス・キリストです。主イエス様は罪深い私たちの身代わりとなって十字

架で死なれましたが、聖書の約束の通り、三日後によみがえり、死の壁を打ち破られまし

た。イエス様の復活は、彼を信じ従う者たちの人生を大きく変えました。主の弟子たちは

イエス様の十字架の救いと復活のメッセージを全世界に宣べ伝え、その多くは殉教の死を

遂げましたが、人類がこれまで持ち得なかった喜びと希望、そして目的に満ちた人生を生

きました。キリストの復活の事実は、神様がおられること、死を越えた「生」（あるいは「い

のち」）があることを私たちに確信させます。私たちもやがて人生最期の瞬間に直面する時

がきます。しかし、神様の御手の中にあるならば、それは決して絶望ではなく、希望に満

ちた時となります。 

 

３．愛の神はあなたを導かれる 

 イースターは神様の愛を私たちに確信させる日です。人生には様々な事が起こります。

大きな災害や苦しみに見舞われること、愛する家族を失ったり、結婚生活が破たんするこ

と、子育ての問題に悩むこと、病気になったり、仕事を失うこと等、あらゆる苦しみを経

験するかも知れません。しかし、もしイースターの出来事が事実ならば、私たちには新し

い展望が開けます。愛の神様が確かにおられ、私たちの人生を導いてくださいます。「あ

なたがたは心を騒がしてはなりません。神を信じ、またわたしを信じなさい。」とおっし

ゃる方がおられます。私たちはこの方を信じ、信頼しましょう。主に信頼する者は失望さ

せられることがないからです。 

 



関連する聖書のみことば 

〔新約聖書／ヨハネの福音書〕 

14:1 「あなたがたは心を騒がせてはなりません。神を信じ、またわたしを信じなさい。 

14:2 わたしの父の家には住む所がたくさんあります。そうでなかったら、あなたがたの

ために場所を用意しに行く、と言ったでしょうか。 

14:3 わたしが行って、あなたがたに場所を用意したら、また来て、あなたがたをわたし

のもとに迎えます。わたしがいるところに、あなたがたもいるようにするためで

す。 

14:4 わたしがどこに行くのか、その道をあなたがたは知っています。」 

14:5 トマスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、私たちには分かりませ

ん。どうしたら、その道を知ることができるでしょうか。」 

14:6 イエスは彼に言われた。「わたしが道であり、真理であり、いのちなのです。わた

しを通してでなければ、だれも父のみもとに行くことはできません。 
 
20:19 その日、すなわち週の初めの日の夕方、弟子たちがいたところでは、ユダヤ人を恐

れて戸に鍵がかけられていた。すると、イエスが来て彼らの真ん中に立ち、こう言

われた。「平安があなたがたにあるように。」 

20:20 こう言って、イエスは手と脇腹を彼らに示された。弟子たちは主を見て喜んだ。 

20:21 イエスは再び彼らに言われた。「平安があなたがたにあるように。父がわたしを遣

わされたように、わたしもあなたがたを遣わします。」 

〔旧約聖書／ヨブ記〕 

1:20 このとき、ヨブは立ち上がって上着を引き裂き、頭を剃り、地にひれ伏して礼拝し、 

1:21 そして言った。「私は裸で母の胎から出て来た。また裸でかしこに帰ろう。主は与

え、主は取られる。主の御名はほむべきかな。」 

〔新約聖書／テモテへの手紙第二〕 

4:6 私はすでに注ぎのささげ物となっています。私が世を去る時が来ました。 

4:7 私は勇敢に戦い抜き、走るべき道のりを走り終え、信仰を守り通しました。 

4:8 あとは、義の栄冠が私のために用意されているだけです。その日には、正しいさばき

主である主が、それを私に授けてくださいます。私だけでなく、主の現れを慕い求め

ている人には、だれにでも授けてくださるのです。 

〔新約聖書／ヨハネの黙示録〕 

14:13 また私は、天からの声がこう言うのを聞いた。「書き記せ、『今から後、主にあっ

て死ぬ死者は幸いである』と。」御霊も言われる。「しかり。その人たちは、その

労苦から解き放たれて安らぐことができる。彼らの行いが、彼らとともについて行

くからである。」 
 
21:1 また私は、新しい天と新しい地を見た。以前の天と以前の地は過ぎ去り、もはや海も

ない。 

21:2 私はまた、聖なる都、新しいエルサレムが、夫のために飾られた花嫁のように整えら

れて、神のみもとから、天から降って来るのを見た。 

21:3 私はまた、大きな声が御座から出て、こう言うのを聞いた。「見よ、神の幕屋が人々

とともにある。神は人々とともに住み、人々は神の民となる。神ご自身が彼らの神と

して、ともにおられる。 

21:4 神は彼らの目から涙をことごとくぬぐい取ってくださる。もはや死はなく、悲しみ

も、叫び声も、苦しみもない。以前のものが過ぎ去ったからである。」 


